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　【
文
化
研
究
】

　
　
　
狂
言
『
左
近
三
郎
』
に
お
け
る
禅
風
問
答
と
戒
律＊

原 

田
　
香 

織
　

（
日
本 

東
洋
大
学
）

　
　
　
は
じ
め
に

　
室
町
時
代
か
ら
江
戸
に
か
け
て
隆
盛
し
た
能
楽
に
お
い
て
禅
受
容
の
問
題
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
古
典
芸
能
は
文
学
的
性
質
と
演
劇
的

性
質
と
を
併
せ
持
つ
が
、
そ
こ
に
同
時
代
的
思
想
が
還
流
す
る
形
で
複
合
的
性
質
を
保
持
し
つ
つ
存
在
す
る
。
禅
宗
の
受
容
も
ま
た
宗
教

と
い
う
純
粋
性
よ
り
は
、
部
分
的
な
享
受
を
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
的
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
。
能
楽
の
大
成
化
は
観
阿
弥
・
世
阿
弥
父

子
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
世
阿
弥
伝
書
お
よ
び
作
品
に
は
、
五
山
制
度
と
い
う
足
利
将
軍
家
に
よ
る
室
町
幕
府
の
政
策
に
よ
り
、
禅
風
文

化
―
水
墨
画
や
画
賛
・
漢
詩
―
、
禅
院
の
庭
園
な
ど
に
見
ら
れ
る
空
間
的
な
視
点
か
ら
発
す
る
思
想
性
を
随
所
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
、『
碧

巌
録
』
や
『
夢
中
問
答
』
な
ど
の
思
想
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
禅
並
び
に
漢
学
的
に
多
様
な
教
養
主
義
が
並
列
す
る
中
で
能
は
存
在

し
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
卒
都
婆
小
町
』・『
江
口
』・『
山
姥
』
や
『
車
僧
』・『
放
下
僧
』
な
ど
の
能
に
禅
風
が
認
め
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
狂
言
に
つ
い
て
は
世
阿
弥
の
理
想
と
す
る
世
界
観
は
あ
る
も
の
の
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
仏
教
的
教
義
の
一

＊
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
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端
な
り
を
狂
言
と
い
う
虚
構
の
世
界
に
摂
取
す
る
目
的
は
何
か
、
禅
の
要
素
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
を
考
察
す
る
。

　

能
楽
の
中
で
禅
宗
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
世
阿
弥
の
過
去
帳
が
曹
洞
宗
補
巌
寺
に
あ
る
と
い
う
世
紀
の
発
見
を
な
し
た
香
西
精
氏
と

表
章
氏
の
調
査
に
代
表
さ
れ
る
１

が
、
そ
の
後
香
西
精
氏
「
世
阿
弥
の
禅
的
教
養
」
や
、
天
野
文
雄
氏
・
樹
下
文
隆
氏
等
の
一
連
の
ご
研

究
２

に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
禅
宗
は
坐
禅
・
公
案
を
中
心
に
し
た
自
己
内
部
の
悟
り
を
重
ん
じ
、「
以
心
伝
心
・
教
外
別
伝
・
不
立

文
字
・
直
指
人
心
・
見
性
成
仏
」
な
ど
を
思
想
の
中
心
に
お
き
、
こ
と
ば
に
拠
る
表
現
性
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
意
義
を
見
出
し
た
た
め
芸

能
と
の
類
似
性
を
看
取
し
た
の
か
、
世
阿
弥
の
美
的
理
念
も
同
様
に
「
以
心
伝
心
」
等
、
禅
の
手
法
に
拠
る
箇
所
が
あ
る
。

　

能
の
間
の
寸
劇
で
あ
る
狂
言
も
、
単
な
る
一
過
性
の
享
楽
で
は
な
く
、
背
後
に
人
生
哲
学
や
教
化
と
い
う
思
想
性
が
確
認
で
き
る
。
武

家
式
楽
と
し
て
公
的
な
場
で
演
じ
ら
れ
る
際
に
、
断
片
的
に
示
さ
れ
る
仏
教
思
想
や
儒
・
神
・
道
教
な
ど
の
思
想
に
軸
を
据
え
つ
つ
、
狂

言
の
も
つ
笑
い
と
融
和
、
戒
律
を
破
る
人
間
群
像
を
描
写
し
、
日
常
に
潜
む
小
悪
人
の
営
為
を
「
呵
々
大
笑
」
す
る
こ
と
や
、
叱
り
留
め

す
る
点
に
対
人
関
係
に
お
け
る
葛
藤
の
解
決
方
法
の
一
例
を
示
唆
し
て
い
る
。
狂
言
は
揶
揄
や
笑
い
と
い
う
形
を
様
式
と
し
て
と
る
が
、

一
体
禅
は
ど
の
よ
う
な
形
で
表
現
さ
れ
る
の
か
見
て
い
こ
う
。

　
　
　

一　

出
家
狂
言
の
分
類
と
曲
目

　

狂
言
に
お
い
て
は
禅
宗
的
な
要
素
が
あ
る
作
品
は
『
悪
坊
』
と
『
左
近
三
郎
』、
和
泉
流
『
柱
杖
』
で
あ
る
。
つ
ま
り
狂
言
作
品
に
お

い
て
禅
僧
が
登
場
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
台
詞
の
表
現
性
を
通
し
て
、
作
品
内
容
は
禅
宗
的
な
色
彩
を
帯
び
る
３

。
他
に

も
『
花
盗
人
』・『
瓜
盗
人
』・『
連
歌
盗
人
』・『
子
盗
人
』
な
ど
偸
盗
戒
を
描
写
す
る
一
連
の
盗
人
物
や
、
す
っ
ぱ
（
小
悪
者
で
洒
落
た
嘘

を
つ
く
詐
欺
師
）
が
盗
み
を
働
く
時
に
祝
言
謡
を
教
え
る
『
末
広
』
等
、
頓
知
的
な
要
素
を
も
ち
、
事
物
の
見
立
か
ら
別
の
世
界
を
引
き
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出
す
手
法
を
も
つ
作
品
の
幾
つ
か
は
、
思
想
と
し
て
禅
風
の
仏
教
文
化
の
影
響
を
受
け
た
狂
言
と
い
え
る
。
禅
風
の
笑
い
に
つ
い
て
、
以

前
『
悪
坊
』
は
拙
稿
で
検
討
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
『
左
近
三
郎
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

従
来
『
左
近
三
郎
』
に
つ
い
て
は
、『
狂
言
記
』
に
そ
の
原
型
が
あ
る
も
の
の
、
成
立
が
江
戸
末
期
と
な
る
た
め
、
評
価
自
体
が
少
な

く
「
禅
問
答
ふ
う
の
や
り
と
り
で
お
か
し
み
は
少
な
い
が
、
三
郎
は
類
型
の
な
い
人
物
」（
平
凡
社
『
能
狂
言
事
典
』）
や
「
後
半
の
猟
師

と
出
家
と
の
き
び
き
び
と
し
た
問
答
が
見
ど
こ
ろ
」（『
能
楽
大
事
典
』）
等
と
さ
れ
る
４

。
演
劇
性
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
『
左
近
三
郎
』

は
、
狂
言
の
見
せ
場
で
も
あ
る
「
歌
舞
」
す
な
わ
ち
狂
言
小
舞
や
狂
言
歌
謡
と
い
う
遊
興
的
な
雰
囲
気
が
な
く
、
ま
た
装
束
道
具
類
な
ど

も
地
味
な
出
立
で
あ
る
。
登
場
人
物
は
出
家
者
と
猟
師
と
設
定
さ
れ
、
作
品
テ
ー
マ
は
「
殺
生
戒
」
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ
り
、
達
磨
大
師

の
文
と
い
う
祖
師
の
名
前
を
挙
げ
、
戒
律
の
問
題
を
大
き
く
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
武
家
社
会
の
倫
理
規
範
に
叶
う
見
所
が
形
成
さ
れ
る

点
で
思
想
と
し
て
禅
の
色
彩
が
濃
い
点
で
諸
氏
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。

　
『
左
近
三
郎
』
に
つ
い
て
は
『
岩
波
講
座
―
能
・
狂
言
Ⅶ
狂
言
鑑
賞
案
内
』（
一
九
九
〇
年　

岩
波
書
店
）
な
ど
に
解
説
が
断
片
的
に
見

ら
れ
る
が
、
和
泉
流
で
は
番
外
曲
に
な
っ
て
い
る
等
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
は
少
な
い
。
本
稿
で
は
具
体
的
に
『
左
近
三
郎
』
に
お

け
る
禅
的
な
要
素
と
戒
律
の
問
題
の
表
現
様
式
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
く
。

　

そ
の
前
段
階
と
し
て
、
第
一
に
狂
言
作
品
の
分
類
に
つ
い
て
述
べ
る
。
芸
能
性
と
仏
教
性
の
問
題
を
扱
う
際
の
演
者
の
意
識
が
関
与
す

る
点
で
、
こ
れ
は
演
出
上
の
問
題
に
も
な
る
。
仏
教
関
係
作
品
群
に
関
す
る
分
類
に
つ
い
て
概
念
的
に
未
整
理
の
箇
所
も
あ
り
研
究
上
再

考
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
、「
出
家
狂
言
」
と
は
、
研
究
上
の
分
類
名
で
概
念
的
に
は
定
義
付
け
さ
れ
て
は
い
な
い
。
雑
物
と
出
家
物
と

の
違
い
は
仏
教
を
世
俗
の
延
長
上
と
見
な
し
、
日
常
生
活
に
融
合
し
た
「
聖
」
な
る
時
空
の
一
要
素
と
位
置
付
け
る
の
か
、
仏
教
思
想
自

体
に
重
き
を
お
い
て
作
品
を
評
価
す
る
の
か
、
こ
の
判
断
基
準
に
よ
り
分
類
は
分
か
れ
る
。

　

例
え
ば
極
重
習
（
和
泉
流
の
大
習
）
の
『
釣
狐
』
の
分
類
は
大
蔵
流
で
は
雑
狂
言
、
和
泉
流
で
は
出
家
物
で
分
類
が
分
か
れ
る
。
こ
れ

（146）



－ 78 －

は
登
場
人
物
の
設
定
が
老
錬
な
狐
で
あ
り
白
蔵
主
と
い
う
僧
侶
に
化
け
て
不
殺
生
戒
を
教
化
す
る
が
、
畜
生
道
の
陥
穽
に
自
ら
が
嵌
る
と

い
う
内
容
で
、
思
想
的
な
点
で
仏
教
色
は
濃
い
が
狐
の
悲
哀
を
扱
っ
た
作
品
と
さ
れ
る
。
同
様
に
重
習
の
『
花
子
』
は
、
女
狂
言
と
い
う

分
類
で
あ
り
、
男
が
持
仏
堂
で
坐
禅
衾
を
被
り
一
夜
の
坐
禅
を
す
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
妻
へ
の
言
い
訳
で
、
実
際
に
は
恋

人
花
子
と
の
逢
瀬
と
い
う
浮
気
を
主
題
に
し
て
い
る
。
坐
禅
衾
と
い
う
宗
教
的
な
聖
域
を
つ
く
り
出
す
装
置
を
妻
が
見
破
り
、
逆
に
そ
こ

に
妻
が
隠
れ
る
こ
と
に
よ
り
後
半
部
の
夫
の
妄
語
・
邪
淫
を
暴
露
し
て
い
く
。
坐
禅
と
い
う
要
素
が
入
り
、
視
覚
的
に
も
坐
禅
衾
が
舞
台

上
に
現
れ
象
徴
的
な
因
果
応
報
の
結
末
に
な
る
が
、
修
行
を
騙
る
世
俗
性
、
妻
の
嫉
妬
な
ど
に
よ
り
恩
愛
の
情
を
示
す
内
容
で
あ
る
。
仏

教
的
要
素
と
戒
律
を
提
示
し
つ
つ
全
体
に
重
厚
感
を
与
え
つ
つ
、
結
論
は
見
所
側
に
委
ね
ら
れ
る
点
は
芸
能
で
あ
る
。

　

流
派
に
よ
る
従
来
の
分
類
で
は
一
連
の
仏
教
関
係
の
作
品
に
つ
い
て
登
場
人
物
が
僧
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
判
断
し
て
い
る
。
大
蔵
流

は
「
出
家
・
座
頭
狂
言
」（
二
七
曲
・
六
曲
）
と
分
類
し
、
和
泉
流
は
「
出
家
物
」（
三
八
曲
）
と
称
す
る
が
、
役
柄
（
出
立
）
に
よ
る
も

の
で
あ
る
５

。
ま
た
、
複
式
夢
幻
能
形
式
の
狂
言
・
舞
狂
言
＝
『
蛸
』・『
通
円
』・『
祐
善
』・『
楽
阿
弥
』
も
僧
が
登
場
し
幽
霊
が
出
て
回

向
が
必
要
に
な
る
た
め
に
出
家
狂
言
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
舞
狂
言
は
笑
い
の
観
点
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
浮
か
ば
れ
な
い
霊
魂
の
た
め

の
僧
侶
の
供
養
が
あ
る
の
が
典
型
的
な
構
造
で
生
を
描
写
す
る
６

。

　

出
家
狂
言
は
戒
律
や
宗
旨
へ
の
こ
だ
わ
り
、
仏
典
の
引
用
或
い
は
そ
の
も
じ
り
、
仏
教
儀
式
な
ど
の
形
で
仏
教
界
の
一
要
素
を
取
り
上

げ
て
、舞
台
化
し
た
も
の
で
あ
り
、舞
狂
言
は
入
ら
な
い
。
近
年
の
分
類
法
で
は
『
能
楽
大
事
典
』（
筑
摩
書
房
）
に
お
い
て
「
出
家
狂
言
」

を
以
下
の
二
十
三
曲
と
す
る
（
二
重
括
弧
は
和
泉
流
の
み
）。

　

１　

住
持
物
〈
宗
論
〉〈
泣
尼
〉〈
若
市
〉〈
無
布
施
経
〉《
大
般
若
》《
ど
ち
は
ぐ
れ
》

　

２　

旅
僧
物
〈
薩
摩
守
〉〈
地
蔵
舞
〉〈
名
取
川
〉〈
腹
不
立
〉〈
呂
連
〉《
柱
杖
》

　

３　

俄
出
家
物
〈
魚
説
教
〉〈
惣
八
〉《
小
傘
》《
六
人
僧
》
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４　

新
発
心
物
〈
お
茶
の
水
・
水
汲
〉〈
重
喜
〉〈
飛
越
〉〈
骨
皮
〉〈
花
折
〉〈
花
盗
人
〉《
若
和
布
》

　

一
方
『
岩
波
講
座　

能
・
狂
言　

Ⅲ
狂
言
鑑
賞
案
内
』７ 

と
対
比
す
る
と
岩
波
講
座
本
の
出
家
狂
言
に
分
類
さ
れ
て
い
る
【
悪
坊
・
悪

太
郎
・
左
近
三
郎
】
と
【
仏
師
・
金
津
（
金
津
地
蔵
）】
が
『
能
楽
大
事
典
』
で
は
雑
狂
言
へ
分
類
さ
れ
る
点
が
大
き
な
違
い
と
い
え
よ
う
。

こ
の
両
曲
は
山
本
東
次
郎
家
で
は
出
家
座
頭
狂
言
の
「
本
神
文
」
＝
神
へ
の
誓
文
に
よ
り
習
う
と
い
う
点
か
ら
簡
単
に
は
演
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
曲
で
あ
る
。『
左
近
三
郎
』
は
「
内
神
文
」
で
や
は
り
神
へ
の
誓
文
が
あ
る
。
こ
の
三
作
品
は
仏
教
的
な
要
素
が
意
外
に
強
い
。

　

す
な
わ
ち
『
悪
坊
』
と
『
悪
太
郎
』
は
酔
狂
人
出
家
譚
と
い
う
内
容
で
、
酔
狂
人
の
描
写
と
因
果
応
報
に
拠
る
そ
の
顛
末
に
重
点
が
あ

り
、「
出
家
発
心
譚
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
連
な
る
。
本
来
的
に
仏
教
的
に
は
鴨
長
明
作
『
発
心
集
』８ 

に
採
取
さ
れ
た
説
話
群
の
よ
う
に

機
縁
と
な
る
出
家
へ
の
「
発
心
」
こ
そ
が
重
要
な
点
と
な
る
。
心
の
問
題
で
あ
る
。
一
方
、
酔
狂
人
出
家
譚
は
本
人
の
望
ま
ぬ
出
家
で
あ

り
、
他
者
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
剃
髪
僧
衣
と
い
う
外
面
の
変
化
か
ら
出
家
が
な
さ
れ
る
と
い
う
点
で
演
劇
的
に
は
出
家
と
い
う
人
生
の
重

要
な
転
機
を
真
逆
に
扱
う
と
い
う
本
末
転
倒
ぶ
り
が
眼
目
に
な
る
。『
悪
坊
』
と
『
悪
太
郎
』
と
は
同
一
趣
向
で
類
似
作
品
と
言
わ
れ
る

が
『
悪
坊
』
は
禅
宗
的
な
色
彩
を
帯
び
て
お
り
、『
悪
太
郎
』
は
浄
土
宗
で
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
念
仏
か
ら
異
な
る
後
半
の
場
面
展
開

と
な
る
。
そ
の
宗
派
の
違
い
か
ら
生
じ
る
芸
能
的
な
差
異
性
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
狂
言
作
品
で
仏
教
的
な
宗
派
性
が
確
認
で
き
る
の
は
、
以
下
の
作
品
で
あ
る
。

　
　
『
宗
論
』
…
浄
土
宗
（
踊
り
念
仏
）
と
法
華
宗
（
踊
題
目
）
と
の
宗
派
争
い

　
　
『
名
取
川
』
…
天
台
宗
（
比
叡
山
で
の
受
戒
）
と
出
家
名

　
　
『
悪
坊
』
…
禅
宗
・
酔
狂
人
出
家
譚
の
系
譜

　
　
『
悪
太
郎
』
…
念
仏
・
浄
土
宗
。
酔
狂
人
出
家
譚
の
系
譜

　
　
『
左
近
三
郎
』
…
禅
宗
・
狩
人
発
心
譚
の
系
譜
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『
鉢
叩
き
』
…
踊
り
念
仏
の
も
つ
祝
言
的
芸
能
性

　
　
『
地
蔵
舞
』
…
地
蔵
信
仰

　
　
『
呂
連
』
…
三
帰
戒
・
剃
髪
・
出
家
（
和
泉
流
『
柱
杖
』
…
禅
宗
）

　

こ
の
う
ち
鉢
叩
き
や
時
宗
の
念
仏
踊
り
な
ど
は
浄
土
宗
自
体
が
認
容
し
て
お
り
教
義
的
に
大
衆
文
化
性
・
芸
能
性
を
も
つ
。
信
仰
へ
の

純
粋
な
埋
没
、
熱
狂
性
は
芸
能
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
心
理
的
な
扇
動
と
も
い
え
る
性
質
を
も
ち
、
舞
台
と
し
て
見
所
を
形
成
す
る
。

ま
た
民
衆
信
仰
の
中
で
仏
教
関
係
の
経
文
・
経
典
が
出
て
く
る
こ
と
で
音
の
響
き
に
よ
っ
て
宗
教
性
を
明
示
し
つ
つ
展
開
し
て
い
る
。

　

次
に
狂
言
に
は
、
揶
揄
的
に
僧
の
も
つ
人
間
的
な
側
面
を
表
現
し
、
世
俗
的
な
煩
悩
を
露
骨
に
示
す
一
群
が
あ
る
。
戒
律
の
破
戒
の
問

題
も
含
め
て
そ
れ
は
戯
画
的
で
も
あ
り
、
堕
落
頽
廃
に
近
い
志
の
低
い
僧
侶
を
描
写
す
る
。
こ
の
点
、
宗
教
性
が
そ
の
ま
ま
世
俗
的
な
も

の
の
延
長
に
あ
る
事
、
仏
教
的
な
救
済
そ
れ
自
体
に
対
す
る
解
離
に
よ
り
「
笑
い
」
を
誘
う
展
開
で
あ
る
。
所
謂
世
諺
で
い
う
「
竹
箒
も

五
百
羅
漢
」
等
の
視
点
が
働
い
て
い
る
。
或
い
は
反
面
的
に
理
想
的
な
僧
侶
像
へ
の
反
省
を
促
す
も
の
と
も
い
え
る
。
僧
侶
で
あ
り
な
が

ら
世
俗
的
な
側
面
を
描
い
た
狂
言
は
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　
　
『
薩
摩
守
』
…
住
吉
天
王
寺
参
詣
・
無
賃
乗
船
。
秀
句
を
覚
え
ら
れ
ぬ
周
利
槃
特
の
よ
う
な
僧
（
宗
派
不
明
）

　
　
『
無
布
施
経
（
布
施
無
経
）』
…
慳
貪
（
金
銭
欲
）・
布
施
に
執
着
心
を
も
つ
僧
・
法
華
経
の
経
文

　
　

和
泉
流
『
ど
ち
は
ぐ
れ
』
…
慳
貪
（
食
欲
・
金
銭
欲
）・
斎
と
布
施
へ
の
執
着
心
を
も
つ
僧

　
　
『
泣
尼
』
…
説
法
の
間
に
嘘
泣
き
で
感
涙
す
る
役
割
の
尼
・
虚
偽
・
妄
語

　

ま
た
、社
会
問
題
で
も
あ
っ
た
私
度
僧
と
い
え
る
類
の
「
俄
出
家
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
あ
る
。
こ
れ
は
俗
人
以
上
に
位
相
が
曖
昧
で
、

視
覚
的
に
姿
形
ば
か
り
は
僧
で
あ
る
が
経
文
を
扱
え
な
い
点
で
、
全
く
の
似
非
者
の
系
譜
に
な
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
『
腹
不
立
』
…
腹
立
て
ず
の
正
直
坊
（
瞋
恚
）
―
俄
か
坊
主
（
宗
派
不
明
）
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『
惣
八
（
宗
八
）』
…
俄
出
家
と
料
理
人
―
（
宗
派
不
明
）

　
　
『
魚
説
教
（
魚
説
法
）』
…
俄
出
家
と
檀
那
・『
法
華
経
』
経
文
の
も
じ
り
（
宗
派
不
明
）

　
　

和
泉
流
『
小
傘
』
…
俄
出
家
（
博
打
打
）
念
仏

　

そ
し
て
「
新
発
意
」
物
と
は
、
若
年
僧
の
滑
稽
談
・
失
敗
談
で
あ
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
『
花
折
』
…
新
発
意
と
住
持　
『
西
行
桜
』
の
パ
ロ
デ
ィ
（
宗
派
不
明
）

　
　
『
花
盗
人
』
…
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
の
和
歌
（
大
蔵
流
―
新
発
意
と
花
主
・
出
家
狂
言
、
和
泉
流
―
男
と
花
主
・
雑
狂
言
）

　
　
『
お
茶
の
水
（
水
汲
）』
…
新
発
意　

住
持

　
　
『
重
喜
』
…
新
発
意
と
住
持　

剃
髪　
（
宗
派
不
明
）

　
　
『
骨
皮
』
…
新
発
意
と
住
持　

言
い
逃
れ
を
教
え
る
が
、
眠
蔵
で
の
女
犯
を
暴
露
さ
れ
る

　
　
『
飛
越
』
…
新
発
意
と
何
某　

川
を
飛
び
越
え
ら
れ
ぬ
新
発
意

　
　
『
若
和
布
』
…
新
発
意
と
女

　

ま
た
住
持
物
で
神
仏
習
合
の
様
子
を
描
い
た
作
品
も
あ
る
。
和
泉
流『
大
般
若
』…
施
主
の
家
で
鉢
合
わ
せ
し
た
巫
女
と
僧
。
神
楽（
巫

女
）
と
僧
の
大
般
若
経
の
対
立
で
、
神
道
と
仏
教
の
競
合
の
構
図
を
男
女
で
視
覚
的
に
示
す
。

　
「
新
発
意
」
物
の
『
骨
皮
』
に
あ
る
眠
蔵
は
禅
家
の
寝
室
を
指
す
が
宗
派
は
明
確
で
は
な
い
。
菩
提
心
の
な
い
無
慈
悲
な
住
持
に
対
し

て
新
発
意
が
問
答
を
一
つ
ず
つ
後
へ
ず
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
頓
智
性
と
ナ
ン
セ
ン
ス
な
笑
い
を
醸
成
し
、
住
持
に
叱
ら
れ
る
と
住
持
の
破

戒
行
為
を
暴
露
す
る
。
所
謂
禅
問
答
を
思
わ
せ
る
展
開
で
も
あ
る
。

　

以
上
、
宗
派
が
明
確
に
出
て
い
る
場
合
の
出
家
狂
言
は
、
宗
旨
を
示
す
こ
と
に
芸
能
的
な
表
現
性
の
眼
目
が
あ
る
。
一
方
僧
侶
の
失
敗

談
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
は
僧
侶
個
人
へ
の
笑
い
の
攻
撃
と
い
う
視
点
で
あ
り
仏
教
界
全
体
へ
の
問
題
は
希
薄
化
す
る
。
中
世
社
会
で
は
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「
厚
く
三
宝
を
敬
へ
」
と
い
う
僧
侶
へ
の
姿
勢
が
基
盤
に
あ
る
が
、
修
行
の
不
十
分
な
似
非
僧
や
破
戒
僧
に
対
し
て
は
批
判
の
対
象
と
な

り
そ
れ
を
「
笑
う
」
点
に
眼
目
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
宗
派
を
敢
て
問
わ
な
い
虚
構
性
の
問
題
も
あ
り
、
武
家
式
楽
に
と
っ
て
は
寺
院
僧
侶

関
係
者
を
招
い
て
の
能
の
催
し
も
あ
る
た
め
、
宗
派
が
特
定
さ
れ
な
い
必
要
性
も
あ
る
。

　

世
阿
弥
は
「
法
師
」
に
つ
い
て
「
仮
令
、
荘
厳
の
僧
正
、
並
び
に
僧
綱
等
は
、
い
か
に
も
威
儀
を
本
と
し
て
、
気
高
き
所
を
学
ぶ
べ
し
。

そ
れ
以
下
の
法
体
、遁
世
・
修
行
の
身
に
至
り
て
は
、と
そ
う
を
本
と
す
れ
ば
、い
か
に
も
思
ひ
入
た
る
姿
か
か
り
、肝
要
た
る
べ
し
」（『
風

姿
花
伝
』
第
二
物
学
条
々
）
９

と
演
劇
的
な
見
地
か
ら
風
体
論
と
し
て
い
う
が
、
世
阿
弥
が
考
え
た
能
の
法
師
と
は
狂
言
の
法
師
は
違
い

が
大
き
い
。

　
　
　

二　
『
左
近
三
郎
』
の
背
景
│
「
鹿
」
の
多
義
性

　
『
左
近
三
郎
』
の
形
成
は
、
原
型
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
万
治
三
年
版
『
狂
言
記
』（
一
六
六
〇
年
）
所
収
の
『
鹿
狩
』
と
い
う
台
本
が
最

も
古
い
。
大
蔵
流
狂
言
『
左
近
三
郎
』
は
現
行
曲
で
あ
る
が
、
江
戸
末
期
に
認
定
さ
れ
た
。
古
い
狂
言
台
本
で
あ
る
大
蔵
虎
明
本
・
虎
寛

本
ま
た
天
理
本
狂
言
六
義
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
和
泉
流
で
は
番
外
曲
『
出
家
猟
人
』
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
但

し
結
末
部
が
大
蔵
流
と
は
異
な
り
「
僧
〽
忝
け
な
い
が
。
先
へ
急
ぐ
も
の
ぢ
や
。
是
で
お
別
れ
申
す
。
猟
人
〽
そ
れ
は
名
残
惜
し
い
。
重

ね
て
お
目
に
か
か
ら
う
。
二
人
〽
さ
ら
ば
〳
〵
。」10

と
両
者
の
別
離
で
終
結
す
る
。

　

こ
の
「
鹿
狩
」
の
意
味
は
、
鹿
に
限
ら
ず
動
物
全
般
を
狩
猟
す
る
事
、
猪
や
獣
狩
り
を
も
指
す
。
並
び
に
武
家
式
楽
の
伝
統
か
ら
考
え

る
と
、
仏
教
的
な
殺
生
禁
断
と
い
う
観
点
に
よ
り
題
名
が
禍
々
し
い
印
象
か
ら
、
大
蔵
流
で
は
『
左
近
三
郎
』
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
狂
言
記
』
巻
第
一
「
目
録
」
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
と
出
立
は
、
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十　

鹿
狩　

二
人　

僧　

頭
巾　

衣　

数
珠

 
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
三
郎　

毛
頭
巾　

括
袴　

弓
を
か
た
げ
お
つ
と
り
矢
に
持

11

と
あ
る
。
ま
た
鷺
流
狂
言
伝
書
宝
暦
名
女
川
本
『
萬
聞
書
』
十
九
「
狂
言
造
物
狂
歌
」
に
お
い
て
は
、

 

鹿
狩　

鹿
狩
の
人
は
そ
ば
つ
ぎ
弓
矢
持　

お
僧
の
す
そ
は
長
衣
成
り

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

12

。
ま
た
登
場
人
物
は
左
近
三
郎
で
あ
り
、
鹿
を
狩
る
出
で
立
ち
で

あ
る
。
本
稿
で
は
『
狂
言
記
』
の
本
文
を
も
と
に
、
大
蔵
流
と
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
箇
所
に
つ
い
て
は
『
狂
言
記
』
を
引
用
し
、
異
な
る
箇

所
に
つ
い
て
大
蔵
流
の
本
文
を
挙
げ
た
。

　

ま
ず
作
品
の
構
成
は

１　

シ
テ
狩
人
と
ア
ド
出
家
の
登
場
と
同
道　
（『
猟
師
経
』）

２　

シ
テ
と
ア
ド
の
問
答　

禅
宗
と
戒
律
の
問
題　
（
酒
・
魚
類
・
妻
帯
）

３　

シ
テ
名
乗
り　

両
者
の
対
立
（
狩
人
と
い
う
職
業
不
浄
）

４　

シ
テ
と
ア
ド
の
宗
教
問
答
（
殺
生
戒
）

５　

シ
テ
と
ア
ド
の
和
解

と
な
る
。

　

狂
言
に
お
い
て
、
登
場
人
物
自
ら
が
禅
僧
と
名
乗
る
の
は
『
左
近
三
郎
』
一
作
品
で
あ
る
。
一
方
『
狂
言
記
』
に
お
い
て
は
禅
僧
と
は

名
乗
ら
ず
、
左
近
三
郎
か
ら
「
御
坊
・
出
家
・
坊
主
」
と
呼
ば
れ
、
自
身
は
「
出
家
の
〜
」
と
説
明
す
る
こ
と
以
外
に
特
に
禅
と
い
う
規
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定
は
な
い
。
構
成
４
の
問
答
の
箇
所
が
禅
宗
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
点
か
ら
類
推
で
き
る
。
狂
言
に
お
い
て
は
、
仏
教
色
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
と
共
に
、
世
俗
的
な
側
面
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
問
題
が
常
に
残
る
。『
左
近
三
郎
』
は
乱
暴
者
で
も
あ
る
シ

テ
狩
人
の
描
写
が
眼
目
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
問
答
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
る
出
家
者
と
の
対
立
関
係
が
眼
目
と
言
え
る
。

　

ま
ず
「
鹿
狩
」
と
い
う
題
目
で
も
あ
る
が
、
羽
柴
秀
次
が
文
祿
三
年
四
月
二
一
日
賀
茂
山
に
鹿
狩
を
爲
す
記
事
（
史
料
綜
覧
『
駒
井
日

記
』）
や
元
和
九
年
正
月
十
八
日
に
陸
奥
仙
台
城
主
伊
達
政
宗
が
陸
奥
黒
川
郡
七
森
に
鹿
狩
を
催
す
記
事
（
大
日
本
史
料
『
伊
達
家
文
書
』・

『
貞
山
公
治
家
記
録
』）
な
ど
が
散
見
す
る
。「
鹿
」
自
体
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
か
ら
記
録
が
残
り
、
日
本
に
お
い
て
狩
猟
の
対
象
と
な

る
代
表
的
な
動
物
と
さ
れ
る
。
一
方
、『
万
葉
集
』
時
代
か
ら
特
に
和
歌
の
題
材
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に
は
「
鹿
」

の
用
例
が
多
く
、『
古
今
和
歌
集
』
以
後
も
紅
葉
・
秋
萩
と
取
り
合
わ
せ
ら
れ
た
秋
の
題
材
と
い
う
の
み
な
ら
ず
妻
恋
の
鳴
き
声
や
、
鹿

を
擬
人
化
す
る
表
現
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る

13

。

　

ま
た
「
鹿
」
は
、
神
話
的
な
領
域
に
も
属
し
神
聖
視
さ
れ
た
。
特
に
大
和
猿
楽
四
座
の
仕
え
た
興
福
寺
・
春
日
大
社
に
お
い
て
は
、
建

御
雷
神
が
白
鹿
に
乗
り
出
現
す
る
と
い
う
神
話
か
ら
、
鹿
は
聖
な
る
神
使
い
と
も
捉
え
ら
れ
た
。
春
日
大
社
の
鹿
を
殺
す
と
石
子
詰
め
の

重
罪
に
さ
れ
た
。「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」（
鎌
倉
時
代
・
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
は
神
鹿
の
曼
陀
羅
図
で
あ
る
。
絵
の
鳥
居
の
上
部
に
白
い
神

鹿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
説
に
お
い
て
は
、

 

　

春
日
の
御
蓋
山
と
春
日
山
が
描
か
れ
、
山
の
端
に
は
金
色
の
円
相
が
み
え
る
。
春
日
の
情
景
で
あ
る
。
動
き
を
見
せ
ず
背
後
を
振
り
返
る
鹿
の

背
の
鞍
か
ら
は
神
木
で
あ
る
榊
の
枝
が
伸
び
る
。
枝
に
は
五
本
の
垂
が
結
わ
え
ら
れ
て
お
り
枝
先
に
五
体
の
仏
菩
薩
が
立
つ
。
こ
れ
は
春
日
諸
社

の
本
地
仏
で
あ
り
、
向
か
っ
て
右
か
ら
文
殊
（
若
宮
）、
釈
迦
（
一
宮
）、
薬
師
（
二
宮
）、
地
蔵
（
三
宮
）、
十
一
面
（
四
宮
）
で
あ
る
。
本
地
の

立
つ
榊
の
背
後
に
は
金
色
の
円
相
が
表
さ
れ
る
。
春
日
の
神
鹿
を
中
心
に
描
く
鹿
曼
荼
羅
と
呼
ば
れ
る
形
式
の
絵
画
は
、
春
日
の
一
宮
と
な
る
武

甕
槌
命
が
常
陸
国
鹿
島
よ
り
御
蓋
山
へ
と
降
り
立
っ
た
と
い
う
伝
説
を
描
く
。14

（139）



－ 85 －

と
あ
る
。
神
仏
習
合
思
想
に
よ
り
文
殊
菩
薩
・
釈
迦
・
薬
師
如
来
・
地
蔵
菩
薩
・
十
一
面
観
音
が
本
尊
と
な
っ
て
い
る
。
神
鹿
の
イ
メ
ー

ジ
は
奈
良
・
京
都
文
化
圏
に
お
い
て
は
重
要
と
言
え
る
。

　

つ
ま
り
鹿
は
、
狩
猟
対
象
と
い
う
即
物
的
な
意
味
で
あ
る
動
物
と
い
う
属
性
以
上
に
、

　

一
、
和
歌
の
伝
統
的
な
題
材
と
し
て
擬
人
的
に
扱
わ
れ
た
花
鳥
風
月
の
題
材
と
し
て
愛
で
る
対
象

　

二
、
春
日
大
社
の
信
仰
圏
に
お
け
る
神
話
性
を
保
ち
、
神
聖
視
さ
れ
る
対
象

と
い
う
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
春
日
大
社
・
興
福
寺
は
藤
原
氏
一
族
と
関
係
の
深
い
寺
社
で
あ
る
。

　

ま
た
室
町
時
代
、
足
利
義
満
の
法
号
は
鹿
苑
院
天
山
道
義
で
あ
る
が
、
こ
の
鹿
苑
院
と
は
臨
済
宗
相
国
寺
派
大
本
山
相
国
寺

15

の
塔
頭

で
あ
り
、
鹿
苑
寺
は
同
じ
く
相
国
寺
派
の
寺
院
で
金
閣
寺
を
指
す
。
敢
て
こ
の
名
を
選
ん
だ
の
は
釈
迦
が
悟
り
を
開
い
た
の
は
鹿
が
住
む

林
、
鹿
野
苑
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
点
に
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
寿
老
人
と
鹿
と
の
取
り
合
わ
せ
も
含
め
、
鹿
は
神
仏
習
合
的
な
要
素
を
も
つ

点
で
、
多
義
性
を
も
つ
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
主
人
公
左
近
三
郎
（
狩
人
）
が
鹿
を
狩
る
の
は
象
徴
的
行
為
と
も
い
え
る
。
鹿
狩
り
と
い
う
殺
生
の
行
為
は
、
日
本
仏
教
説
話

関
係
の
殺
生
譚
に
伝
統
的
な
系
譜
が
あ
り
、
既
に
石
黒
吉
次
郎
氏

16

に
よ
る
論
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
鹿
・
鳥
を
弓
矢
で
狩
る
殺
生
を
行
う
悪
人
が
、
僧
侶
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
説
話
を
み
よ
う
。『
今
昔
物
語
集
』
二
十
五
巻
「
讃

岐
國
多
度
郡
五
位
、
聞
法
即
出
家
語
第
十
四
」
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

　

讃
岐
國
、
多
度
ノ
郡
、
□　

ノ
郷
ニ
、
名
ハ
不
知
ズ
、
源
大
夫
ト
云
フ
者
有
ケ
リ
、
心
極
テ
猛
ク
シ
｜
テ
、
生
ヲ
以
業
ス
。
日
夜
朝
暮
ニ
、
山

野
ニ
行
テ
鹿
鳥
ヲ
狩
リ
、
河
海
ニ
臨
テ
魚
ヲ
捕
ル
。
亦
、
人
ノ
頚
ヲ
切
リ
足
手
ヲ
不
折
ヌ
日
ハ
少
ク
ゾ
有
ケ
ル
。
亦
因
果
ヲ
不
知
シ
テ
、
三
寶
ヲ

不
信
ズ

17
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讃
岐
国
多
度
郡
は
弘
法
大
師
空
海
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
る
が
、
こ
の
説
話
で
は
猟
師
源
大
夫
が
鹿
狩
の
後
、
仏
堂
に
乱
入
す
る
。
僧
は

殺
害
さ
れ
よ
う
と
す
る
が
結
局
は
法
を
聞
き
出
家
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
鹿
と
狩
と
出
家
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　

一
方
「
鹿
」
と
い
う
題
材
は
、
仏
典
に
お
い
て
多
出
す
る
。『
長
阿
含
經
』
に
は
鹿
と
猟
師
と
を
比
喩
的
に
用
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

猟
師
が
鹿
を
見
る
と
き
一
つ
の
善
念
も
な
く
殺
害
の
心
を
も
つ
よ
う
に
人
が
人
に
対
し
て
同
様
の
心
を
持
つ
と
い
う
「
時
人
相
見
懷
毒
害

心
但
欲
相
殺
。 
猶
如
獵
師
見
彼
群
鹿
但
欲
殺
之
無
一
善
念
。 

其
人
如
是
但
欲
相
殺
無
一
善
念
」
の
譬
え
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
『
中
阿
含
経
』
の
な
か
の
第
一
七
八
経
『
猟
師
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
六
）
が
あ
る
。『
猟
師
経
』
に
は
、
猟
師
と
鹿
と

の
関
係
か
ら
例
を
説
く
。そ
れ
は
餌
を
食
べ
猟
師
に
捕
ま
る
鹿
の
例
と
餌
を
食
べ
ず
に
猟
師
に
も
近
づ
か
な
い
鹿
の
例
な
ど
か
ら
な
る
が
、

猟
師
を
「
悪
魔
」
と
し
、
鹿
を
「
比
丘
」、
餌
を
「
利
」
と
す
る
関
係
性
を
説
く
。
出
家
得
度
し
た
修
行
僧
に
対
す
る
種
々
の
誘
惑
を
悪

魔
が
な
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
誘
惑
に
負
け
ず
に
欲
界
の
魔
天
を
越
え
、
色
界
の
梵
衆
天
、
光
音
天
、
遍
浄
天
、
色
究
竟
天
、
空
無

辺
処
、
識
無
辺
処
、
無
所
有
処
、
非
想
非
非
想
処
と
四
色
界
、
四
無
色
界
を
越
え
て
滅
想
受
定
と
い
う
九
段
階
を
経
る
と
完
全
に
悪
魔
の

影
響
か
ら
離
れ
る
。
こ
の
『
猟
師
経
』
は
別
名
『
撒
餌
経
』
や
『
餌
食
経
』
と
も
い
う

18

。
ま
た
猟
師
は
反
仏
法
的
な
存
在
を
象
徴
す
る
。

『
碧
巌
録
』
第
八
十
一
則
「
薬
山
麈
中
麈
」
の
鹿
の
王
（
大
鹿
）
を
射
る
公
案
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鹿
と
猟
師
と
の
関
係
性
は
象
徴
的

で
あ
り
テ
ー
マ
性
を
保
持
す
る
。

　
　

三　

殺
生
戒
に
つ
い
て

　

狂
言
に
お
け
る
シ
テ
と
ア
ド
は
設
定
と
し
て
対
立
葛
藤
す
る
人
物
関
係
に
あ
り
、
シ
テ
左
近
三
郎
は
後
半
名
乗
り
の
箇
所
で
「
左
近
の

三
郎
と
申
は
、
そ
れ
が
し
が
事
で
お
ぢ
や
る
」
と
言
い
、
狩
人
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
す
る
。
こ
こ
か
ら
僧
は
「
ふ
ん
、
其
方
は
狩
人
か
、
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扨
も
扨
も
、
き
た
な
い
や
つ
が
道
具
を
持
た
事
か
な
」19

と
不
浄
を
忌
み
嫌
う
。
前
半
で
静
か
に
随
行
し
て
い
た
僧
が
、
唐
突
に
持
っ
て

い
た
「
弓
を
捨
て
る
」
な
ど
態
度
を
豹
変
さ
せ
る
。

　

檀
那
と
な
る
と
い
う
関
係
性
か
ら
、
場
面
展
開
は
突
然
に
起
こ
り
、
い
わ
ば
禅
僧
か
ら
左
近
三
郎
に
対
す
る
教
え
と
変
化
す
る
。
言
う

な
れ
ば
臨
済
宗
の
開
祖
、
臨
済
義
玄
禅
師
臨
済
宗
の
「
喝
」
と
い
う
行
為
と
も
い
え
、
馬
祖
道
一
―
百
丈
禅
師
―
臨
済
と
展
開
す
る
『
臨

済
録
』
の
臨
済
四
喝
―
金
剛
王
宝
剣
・
地
金
毛
獅
子
・
探
竿
影
草
・
不
作
喝
用
を
思
い
だ
さ
せ
る
場
面
で
も
あ
る
。
こ
の
行
動
性
か
ら
場

面
は
転
換
す
る
。「
喝
」
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
元
時
代
の
月
江
正
印
（
一
二
六
七
〜
没
年
不
明
一
三
五
〇
生
存
）
の
墨
蹟
「
喝
」（
相

国
寺
承
天
閣
美
術
館
）
か
ら
も
明
ら
か
で
月
江
正
印
は
虎
巌
浄
伏
の
法
を
嗣
ぎ
、
寧
波

県
の
阿
育
王
寺
（
広
利
寺
）
の
主
で
門
下
か
ら

多
く
の
弟
子
を
輩
出
し
た
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

実
は
狂
言
の
前
半
で
は
シ
テ
は
鹿
狩
り
に
で
る
途
中
で
僧
侶
を
発
見
し
、
こ
の
僧
侶
を
「
愚
弄
」
す
る
こ
と
を
目
的
に
近
付
く
。『
狂

言
記
』
の
台
詞
で
は
「
狩
の
門
出
に
、
見
と
む
な
い
や
つ
め
が
行
を
る
事
ぢ
や
。
や
あ
、
あ
い
つ
を
呼
び
掛
け
、
な
ぶ
ろ
う
と
存
ず
る
」

と
言
う
。
僧
侶
は
敵
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
無
理
や
り
同
道
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
蔵
流
の
台
本
で
は
、

 

左
近
三
郎　

さ
て
御
坊
は
何
宗
じ
ゃ
。

 

出
家　

愚
僧
は
禪
宗
で
お
り
ゃ
る
。　

左
近
三
郎　

禪
宗
な
ら
ば
さ
だ
め
て
お
悟
り
ゃ
る
で
あ
ろ
う
の
。

と
始
ま
る
。
こ
の
「
禅
宗
」
と
い
う
台
詞
は
『
狂
言
記
』
に
は
な
く
、「
の
う
御
坊
、
出
家
侍
」
と
呼
び
か
け
る
の
み
で
あ
る
。
大
蔵
流

で
は
禅
宗
と
悟
り
と
い
う
本
質
的
な
問
題
を
率
直
に
問
う
。
さ
ら
に
左
近
三
郎
は
「
御
坊
は
御
酒
を
參
る
か
」、「
そ
れ
な
ら
ば
肴
に
は
魚

類
を
お
參
り
ゃ
る
で
あ
ろ
う
」「
御
坊
は
お
内
儀
が
あ
る
か
」
と
次
々
質
問
を
し
て
不
飲
酒
戒
・
不
殺
生
戒
・
不
邪
淫
戒
を
め
ぐ
り
相
手

を
貶
め
る
。『
狂
言
記
』
で
は
魚
食
と
妻
帯
に
つ
い
て
の
問
い
で
僧
侶
は
破
戒
僧
と
し
て
扱
わ
れ
て
も
静
か
に
左
近
三
郎
に
従
う
設
定
で
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あ
る
。

　

し
か
し
左
近
三
郎
が
「
狩
人
」
と
名
乗
る
こ
の
場
面
か
ら
、
シ
テ
と
ア
ド
は
急
遽
、
緊
張
対
立
関
係
と
な
り
、
速
い
展
開
と
な
り
、
左

近
三
郎
は
出
家
を
恐
喝
し
殺
害
し
よ
う
と
す
る
勢
い
と
な
る
。
ま
さ
に
信
仰
の
在
り
方
が
試
さ
れ
る
後
半
の
緊
迫
し
た
場
面
へ
と
展
開
す

る
。
左
近
三
郎
は
狩
人
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
は
浄
不
浄
の
意
識
は
な
く
、
職
業
肯
定
の
立
場
か
ら
敢
て
「
殺
生
は
し
た
り
と
も
、
こ
れ

は
世
の
營
み
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、苦
し
ゅ
う
あ
る
ま
い
。」（
大
蔵
流
）
と
い
う
。
対
す
る
出
家
は
正
論
と
し
て
殺
生
を
否
定
す
る
立
場
で
「
そ

れ
出
家
と
い
つ
ぱ
、
五
戒
を
た
も
つ
、
五
戒
と
い
つ
ぱ
、
殺
生
・
偸
盜
・
邪
婬
・
妄
語
・
飮
酒
戒
、
中
に
も
仏
の
戒
め
給
ふ
は
、
あ
あ
殺

生
ぢ
や
」（
狂
言
記
）
と
い
い
大
蔵
流
台
本
で
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。

　

さ
て
能
で
は
三
卑
賤
―
『
阿
漕
』・『
鵜
飼
』・『
善
知
鳥
』
―
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
が
あ
る
が
殺
生
禁
断
と
魚
鳥
殺
生
の
所
業
の
結
果
、

地
獄
へ
堕
ち
る
凄
惨
な
有
様
を
描
い
た
作
品
で
、
職
業
と
し
て
の
殺
生
か
ら
く
る
業
と
因
果
応
報
と
地
獄
の
描
写
と
な
る
。
一
般
的
に
は

職
業
に
よ
る
不
浄
観
、
因
果
応
報
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
こ
の
箇
所
の
左
近
三
郎
の
理
論
は
、
徹
底
し
た
自
己
肯
定

観
が
あ
り
、
狩
人
と
い
う
職
業
と
し
て
の
殺
生
は
許
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
こ
で
僧
侶
へ
向
か
っ
て
左
近
三
郎
は
「
殺
生
し

て
苦
し
う
な
い
文
が
有
、
語
て
聞
か
せ
う
」
と
殺
生
の
根
拠
を
示
す
。

 

　

そ
れ
達
磨
大
師
の
文
に
曰
く
、「
殺
生
せ
よ
殺
生
せ
よ
、
刹
那
も
殺
生
せ
ざ
れ
ば
、
そ
の
身
地
獄
へ
矢
の
ご
と
く
」
と
言
ふ
時
は
、
い
か
ほ
ど
殺

生
し
て
も
苦
し
う
な
い
。

と
自
分
の
立
場
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
。
以
後
問
答
が
展
開
す
る

20

。

　

結
局
左
近
三
郎
の
理
解
す
る
意
味
と
「
殺
生
せ
よ
」
の
意
味
は
本
来
的
に
異
な
る
。
す
な
わ
ち
本
作
品
の
成
立
時
期
と
ほ
ぼ
同
時
期
と

思
わ
れ
る
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
〜
一
六
五
五
）
の
『
盲
安
杖
』
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
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一
心
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
心
を
そ
だ
て
よ
。
明
々
た
る
心
を
朦
々
た
る
心
に
掩
て
く
る
し
む
事
な
か
れ
。
時
々
に
ほ
ろ
ぼ
せ
。
古
語
云
、「
殺
生
せ
よ

殺
生
せ
よ
。
刹
那
も
殺
生
せ
ざ
れ
ば
、
地
獄
に
入
事
矢
の
ご
と
し
」。
又
、
歌
に
、

 

　

さ
し
い
づ
る
ほ
こ
さ
き
お
れ
よ
も
の
ご
と
に
、
を
の
が
こ
ゝ
ろ
を
か
な
づ
ち
に
し
て

21

と
あ
る
。
こ
れ
は
内
的
心
の
問
題
を
指
し
、
葛
藤
や
迷
い
や
悪
心
や
邪
念
と
い
う
類
の
心
を
殺
す
と
い
う
意
味
で
の
「
殺
生
せ
よ
」
と
い

う
表
現
で
あ
る
。
ま
た
鈴
木
正
三
の
『
万
民
徳
用
』
に
お
い
て
も
同
様
の
表
現
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

 

「
心
こ
そ
心
ま
ど
は
す
心
な
れ
心
に
心
こ
ゝ
ろ
ゆ
る
す
な
。」
此
歌
尤
至
極
せ
り
。
心
を
恣
に
す
る
時
は
、著
相
の
念
、長
し
て
、三
途
に
落
入
な
り
。

心
を
殺
得
る
時
は
、
直
に
佛
果
に
到
な
り
。
古
語
に
「
殺
生
せ
よ
、
殺
生
せ
よ
、
刹
那
も
殺
生
せ
ざ
れ
ば
、
地
獄
に
入
事
、
矢
の
ご
と
し
」。
如
此

の
語
に
眼
を
着
べ
し
。22

と
い
う
。
こ
ち
ら
も
仏
果
に
至
る
た
め
の
教
え
で
あ
り
、
惑
乱
す
る
心
は
地
獄
へ
至
る
た
め
、
清
廉
で
正
し
く
規
律
す
る
心
を
持
つ
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
心
を
殺
す
と
は
迷
妄
な
心
か
ら
自
己
の
心
を
救
済
す
る
意
味
を
指
す
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
「
殺
仏
殺
祖
」
思
想
で
あ
る
。
禅
宗
の
「
殺
生
」
に
関
わ
る
表
現
で
著
名
な
文
と
し
て
墨
蹟
に
も
残
る
が
、

そ
れ
は
所
謂
「
仏
に
逢
う
て
は
仏
を
殺
し
、
祖
に
逢
う
て
は
祖
を
殺
す
」
と
い
う
文
で
あ
る
。
仏
祖
を
越
え
た
境
涯
を
求
め
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

 

　

但
莫
受
人
惑
。
向
裏
向
外
逢
著
便
殺
。
逢
佛
殺
佛
、
逢
祖
殺
祖
、
逢
羅
漢
殺
羅
漢
、
逢
父
母
殺
父
母
、
逢
親
眷
殺
親
眷
、
始
得
解
脱
、
不
與
物
拘
。

透
脱
自
在
。
如
諸
方
學
道
流
。
未
有
不
依
物
出
來
底
。（『
鎭
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語
録
』
示
衆
）23

と
あ
る
。
仏
、
祖
、
羅
漢
、
父
母
、
親
眷
等
と
そ
の
教
え
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
解
脱
に
い
た
る
こ
と
が
本
質
的
に
求
め
ら
れ
る
。
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「
殺
仏
殺
祖
」
の
言
葉
は
禅
宗
の
本
質
的
な
一
面
を
つ
い
て
い
る
。
言
い
得
て
妙
と
言
え
る
が
、
こ
れ
は
偉
大
な
る
信
頼
す
べ
き
他
者

の
価
値
観
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
自
己
の
思
い
、
本
心
を
貫
く
と
い
う
思
想
的
立
場
の
表
明
で
も
あ
る
。
心
の
在
り
方
の
問
題
で
あ
る
。

　

さ
て
、
左
近
三
郎
の
「
殺
生
せ
よ
」
の
文
言
に
対
し
て
僧
は
「
や
い
、
そ
れ
は
胸
の
う
ち
の
殺
生
ぢ
や
、
こ
こ
に
殺
生
を
し
て
地
獄
へ

堕
つ
る
文
が
あ
る
、
語
つ
て
聞
か
せ
う
、『
が
う
ぢ
ん
ぐ
ぢ
や
う
、
す
い
ほ
う
ふ
し
や
う
、
こ
し
く
ぢ
で
ん
、
だ
う
し
や
ぶ
つ
く
わ
』
と

聞
く
時
は
〜
」
と
い
う
。
こ
の
箇
所
は
大
蔵
流
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
そ
れ
は
胸
の
内
の
殺
生
じ
ゃ
。「
業
盡
有
情
雖
放
不
生
、
故
宿
人
中

同
證
佛
果
」
と
聞
く
時
は
、
咎
に
な
ら
い
で
叶
う
ま
い
。」
と
な
る
。
こ
こ
で
僧
侶
か
ら
狩
猟
と
諏
訪
大
社
の
信
仰
に
関
わ
る
文
が
出
て

く
る
。
殺
生
の
問
題
は
思
想
的
に
は
殺
生
と
神
道
、
殺
生
と
儒
教
と
仏
教
以
外
に
も
存
在
す
る
。
因
み
に
諏
訪
大
社
の
神
話
の
主
人
公
は

甲
賀
三
郎
と
い
う
名
前
で
あ
る
。

　

さ
て
引
用
さ
れ
た
文
は
諏
訪
大
社
の
神
文
と
し
て
著
名
で
あ
り
、『
神
道
集
』
の
諏
訪
縁
起
に
お
い
て
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

野
邊
ニ
ス
ム
ケ
タ
モ
ノ
ハ
レ
ニ
エ
ン
バ
ク
ハ
ウ
カ
リ
ニ
（
シ
）
ヤ
ミ
ニ
ナ
ヲ
マ
ヨ
ハ
マ
シ
ト
テ
、

 

雲
上
昇
佛
達
指
差
、
業
盡
有
情
雖
放
不
生
、
故
宿
人
中
同
證
佛
果
、
言

24

右
の
和
歌
は
「
野
辺
に
住
む
獣
我
に
縁
な
く
ば
憂
か
り
し
闇
に
な
ほ
迷
は
ま
し
」
と
あ
る
。
思
想
と
し
て
は
、
神
仏
習
合
的
な
立
場
に
よ

り
神
が
狩
り
を
す
る
行
為
は
殺
生
と
い
う
次
元
を
超
え
て
そ
れ
を
起
因
と
し
て
成
仏
す
る
機
縁
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
の
「
祭
第
六
秋
下
」、
御
射
山
御
狩
の
由
来
と
し
て

 

扨
も
此
御
狩
の
因
縁
を
尋
ぬ
れ
は
、
大
明
神
昔
天
竺
波 

国
の
王
た
り
し
時
、
七
月
廿
七
日
よ
り
同
卅
日
に
い
た
る
ま
で
、
鹿
野
園
に
出
で
狩
を
せ

さ
せ
給
ひ
た
る
時
、
美
教
と
云
乱
臣
忽
に
軍
を
率
し
て
、
王
を
害
し
奉
ら
ん
と
す
、
其
時
王
金
鈴
を
振
て
、
蒼
天
に
仰
て
、
八
度
さ
け
び
て
の
た
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ま
は
く
、
我
今
逆
臣
の
た
め
に 

害
せ
ら
れ
ん
と
す
、
狩
る
所
の
畜
類
全
く
自
欲
の
た
め
に
あ
ら
ず
、
仏
道
を
成
ぜ
し
め
ん
が
為
也 

、
是
若
天
意

に
か
な
は
ば
、
梵
天
我
を
す
く
ひ
給
へ
と
、
其
時
梵
天
眼
を
以
て
是
を
見
て
、
四
大
天
王
に
勅
し
て
、
金
剛
杖
を
執
て
、
群
党
を
誅
せ
し
め
給
ひ

に
け
り
、
今
の
三
斎
山
、
其
儀
を
う
つ
さ
る
ゝ
由
申
伝
た
り

25

と
狩
猟
に
つ
い
て
述
べ
る
。
因
縁
と
し
て
、
天
竺
波
国
の
王
で
あ
っ
た
過
去
世
の
殺
生
の
理
由
を
語
る
が
、
獣
が
畜
生
道
ゆ
え
に
永
劫
に

渡
り
成
仏
で
き
な
い
た
め
、狩
り
に
よ
り
成
仏
さ
せ
、梵
天
が
そ
れ
を
認
め
た
と
い
う
。
特
殊
思
想
と
も
い
え
る
が
、狩
り
の
犠
牲
と
な
っ

た
動
物
は
永
遠
の
生
命
を
得
る
の
は
、
人
間
の
営
為
で
は
な
く
神
の
行
為
で
あ
る
点
で
神
道
的
な
発
想
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
言

は
殺
生
を
し
て
地
獄
へ
堕
ち
る
と
い
う
内
容
で
は
な
く
、
畜
生
道
か
ら
の
成
仏
へ
の
方
便
と
し
て
の
狩
猟
殺
生
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
文
脈
と
し
て
は
『
狂
言
記
』
の
脚
注
で
は
「
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

　

殺
生
に
関
す
る
問
答
は
さ
ら
に
続
い
て
い
き
、『
狂
言
記
』
で
は
、

 

　

左
近
三
郎　

や
い
坊
主
、
ま
だ
此
方
に
有
。「
一
心
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
万
法
に
と
が
な
し
、
と
が
な
け
れ
ば
法
な
し
、
法
な
け
れ
ば
仏
も
な
い
」
と

聞
く
時
は
、
い
か
ほ
ど
殺
生
を
し
て
も
と
が
に
な
ら
ぬ
。

と
い
う
。

　

こ
の
文
「
一
心
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
萬
法
に
咎
な
し
、
咎
な
け
れ
ば
法
な
し
、
法
な
け
れ
ば
佛
も
な
い
」
は
『
信
心
銘
』
に
あ
り
、
第
三
祖

で
あ
る
隋
代
の
僧
燦
鑑
智
禅
師
の
言
葉
で
あ
る

26

。
四
言
一
四
六
句
か
ら
成
り
諷
誦
さ
れ
た
。『
信
心
銘
』
の
二
見
に
お
い
て
、

 

二
見
不
住　

慎
勿
追
尋　
（
二
見
に
住
せ
ず　

愼
し
ん
で
追
尋
す
る
こ
と
勿
れ
）

 

纔
有
是
非　

紛
然
失
心　
（
纔
に
是
非
有
れ
ば　

紛
然
と
し
て
心
を
失
す
）
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二
由
一
有　

一
亦
莫
守　
（
二
は
一
に
由
て
有
り　

一
も
亦
守
る
こ
と
莫
れ
）

 

一
心
不
生　

萬
法
無
咎　
（
一
心
生
ぜ
ざ
れ
ば　

萬
法
に
咎
無
し
）

 
無
咎
無
法　

不
生
不
心　
（
咎
無
け
れ
ば
法
無
し　

生
ぜ
ざ
れ
ば
心
な
ら
ず
）

と
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
善
悪
と
い
う
二
つ
の
見
解
に
留
ま
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
を
追
及
し
て
は
な
ら
な
い
。
わ
ず
か
で
も
善
悪
と
い
う
判
断
を
す

れ
ば
、
紛
糾
し
て
事
の
本
質
を
見
失
う
。
善
悪
と
い
う
二
つ
の
事
柄
は
、
一
つ
の
事
柄
か
ら
成
る
し
、
一
つ
の
事
柄
も
ま
た
一
つ
の
ま
ま

と
は
限
ら
な
い
。
事
物
に
対
す
る
見
解
さ
え
示
さ
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
法
に
間
違
い
は
な
い
。
間
違
い
が
無
け
れ
ば
そ
こ
に
は
仏
法
は

無
い
し
、
見
解
が
な
け
れ
ば
、
本
来
的
な
こ
と
も
な
い
」
と
い
う
。
こ
れ
を
狩
人
は
用
い
て
、
つ
ま
り
善
悪
の
対
立
は
な
い
か
ら
殺
生
を

し
て
も
そ
の
ま
ま
悪
も
許
さ
れ
る
と
い
う
論
法
で
あ
る
。

　
『
信
心
銘
』
は
江
戸
期
に
版
本
な
ど
で
も
広
く
流
布
し
、
江
戸
中
期
の
律
宗
真
言
僧
慈
雲
（
一
七
一
八
年
〜
一
八
〇
四
年
）
の
『
慈
雲

短
編
法
語
』
に
も
以
下
の
通
り
に
引
用
さ
れ
る
。

 

一
、一
心
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
萬
法
に
咎
な
し
。
と
が
な
け
れ
ば
法
な
し
。
生
ぜ
ざ
れ
ば
心
に
あ
ら
ず
。

 

お
も
ふ
げ
に
闇
に
は
あ
ら
じ
長
夜
の
ね
ぶ
り
さ
ま
せ
と
の
こ
る
月
影

 

　

右
、
西
窓
の
殘
月
を
よ
め
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
雲
叟

27

　

一
方
こ
の
善
悪
観
に
つ
い
て
は
、
善
悪
不
二
思
想
と
し
て
中
世
日
本
に
お
い
て
展
開
し
人
口
に
膾
炙
し
、『
一
遍
上
人
語
録
』
に
お
い

て
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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善
惡
不
二
の
道
理
に
は　

　
　

そ
む
き
は
て
た
る
心
に
て

 
邪
正
一
如
と
お
も
ひ
な
す　

　

冥
の
知
見
ぞ
は
づ
か
し
き

 
煩
惱
す
な
は
ち
菩
提
ぞ
と　

　

聞
て
罪
を
ば
つ
く
れ
ど
も

 

生
死
す
な
は
ち
涅
槃
と
は　

　

い
へ
ど
も
命
を
お
し
む
か
な

28

さ
ら
に
、
禅
風
と
さ
れ
る
世
阿
弥
の
能
『
山
姥
』
に
お
い
て
も
、

 

寒
林
に
骨
を
打
つ
、
霊
鬼
泣
く
泣
く
前
生
の
業
を
恨
み
、

 

ぢ
ん
や
に
花
を
供
ず
る
天
人
、
返
す
が
へ
す
も
帰
性
の
善
を
喜
ぶ
、

 

い
や
善
悪
不
二
な
に
を
か
恨
み
な
に
を
か
喜
ば
ん
や
、

 

萬
箇
目
前
の
境
界
、
懸
河
渺
々
と
し
て
巌
峨
々
た
り

29

と
あ
り
、
同
じ
く
世
阿
弥
伝
書
『
風
姿
花
伝
』
の
「
因
果
の
花
」
の
説
明
に
お
い
て
も
、

 

經
に
曰
く
、「
善
惡
不
二
、
邪
正
一
如
」
と
あ
り
。
本
來
よ
り
、
よ
き
・
惡
し
き
と
は
、
何
を
も
て
定
む
べ
き
や
。
た
ゞ
、
時
に
よ
り
て
、
用
足
る

も
の
を
ば
よ
き
も
の
と
し
、
用
足
ら
ぬ
を
惡
し
き
も
の
と
す
。30

と
あ
る
。
世
阿
弥
が
東
福
寺
の
岐
陽
方
秀
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
鈴
木
正
三
は
『
反
故
集
』
の
中
で
善
悪

不
二
思
想
と
『
信
心
銘
』
に
つ
い
て
語
る

31

。
こ
こ
で
狩
人
が
『
信
心
銘
』
を
出
す
の
は
職
業
不
浄
観
を
め
ぐ
る
考
え
を
示
唆
し
て
い
る
。
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四

　

狂
言
後
半
部
結
末
ち
か
く
で
は
、
殺
生
の
場
面
へ
と
展
開
す
る
。
問
答
で
は
、

 

僧　

や
い
、
そ
こ
な
者
、
い
か
ほ
ど
さ
う
言
ふ
と
も
、
鹿
を
射
い
た
ら
ば
、
鹿
に
な
ら
で
は
か
の
ふ
ま
ひ
。　

 

左
近
三
郎　

や
い
、
そ
こ
な
坊
、
鹿
を
射
て
鹿
に
な
る
な
ら
ば
、
坊
主
を
射
て
出
家
に
な
ら
う
。

 

僧　

射
る
事
は
な
る
ま
ひ
ぞ
、
胸
に
は
三
寸
の
彌
陀
が
有
ぞ
。

と
い
う
。
つ
ま
り
先
の
檀
那
や
檀
家
と
い
う
社
会
的
問
題
か
ら
始
ま
り
、
職
業
不
浄
観
と
い
っ
た
差
別
意
識
か
ら
騒
動
は
起
こ
る
が
、
因

果
応
報
の
理
に
よ
り
僧
は
「
鹿
を
射
た
な
ら
ば
鹿
へ
と
転
生
し
て
射
殺
さ
れ
る
」
と
諭
す
る
と
、
左
近
三
郎
は
「
鹿
で
は
な
く
坊
主
を
射

て
出
家
に
な
ろ
う
」
と
い
う
論
理
を
展
開
す
る
。
ま
さ
に
禅
僧
を
射
殺
そ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
禅
僧
は
信
仰
心
に
よ
り
「
胸

に
は
三
寸
の
弥
陀
が
あ
り
そ
れ
を
射
て
は
な
ら
ぬ
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
話
は
本
質
的
に
は
狩
人
発
心
譚
の
系
譜
で
あ
る
が
、
不
浄
観
か
ら
の
両
者
の
対
立
が
、
狩
人
を
憤
怒
せ
し
め
、
殺
生
へ
の
行
動
と
そ

れ
に
対
抗
す
る
禅
僧
の
機
転
に
よ
っ
て
仏
果
へ
と
い
た
る
道
筋
を
形
成
し
て
い
く
。
猟
人
が
僧
侶
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
説
話
群
は
、
古

く
か
ら
あ
り
『
今
昔
物
語
集
』
二
十
四
巻
「
僧
光
空
、
依
普
賢
助
存
命
語
第
四
十
」
で
、
近
江
國
金
勝
寺
（
天
台
宗
金
勝
山
・
滋
賀
県
栗

東
）
の
僧
光
空
と
い
う
法
花
経
持
経
者
が
、
兵
平
介
と
い
う
残
忍
な
男
＝
「
古
ヘ
ノ
平
ノ
将
門
ガ
一
類
也
、
心
極
テ
武
ク
シ
テ
、
者
ヲ
哀

ブ
心
无
シ
。
朝
ニ
ハ
山
野
ニ
出
デ
ヽ
鹿
・
鳥
ヲ
狩
リ
、
夕
ニ
ハ
江
河
ニ
臨
テ
魚
・
貝
ヲ
捕
ル
。
悪
人
也
」32

と
い
う
人
物
に
木
に
縛
ら
れ

弓
で
射
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
、
僧
は
法
花
経
持
経
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
普
賢
菩
薩
の
加
護
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
。
弓
は
当
た
ら
ず
に
菩

薩
に
よ
る
奇
跡
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
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一
方
、
左
近
三
郎
も
対
抗
的
に
、
即
物
的
な
視
点
か
ら
僧
の
胸
を
切
り
三
寸
の
弥
陀
を
見
せ
よ
と
い
う
。

 
左
近
三
郎　

弥
陀
が
あ
ら
ば
、
割
つ
て
み
よ
。

 

僧　

待
て
し
ば
し
、「
年
ご
と
に
咲
く
や
吉
野
の
山
櫻
、
木
を
割
り
て
み
よ
花
の
あ
り
か
は
」
と
聞
く
時
は
、
割
っ
た
り
と
花
は
あ
る
ま
ひ
ぞ
。

 

僧　

花
は
あ
る
ま
ひ
ぞ　

左
近
三
郎　

い
か
に
も
あ
る
。　

 

僧　

ど
こ
に
あ
る
。
左
近
三
郎　

目
の
前
に
有
、
こ
れ
は
花
（
鼻
）
で
は
な
い
か
。

 

僧　

何
で
も
な
い
事
、
と
つ
と
と
行
け
（『
狂
言
記
』）

し
か
し
禅
僧
は
あ
く
ま
で
も
冷
静
な
対
処
で
あ
る
。

　

さ
て
、
僧
の
引
き
歌
で
あ
る
が
『
因
縁
集
』
の
説
話
や
『
一
休
道
歌
』33

に
あ
る
の
は
以
下
の
歌
で
あ
る
。

 

春
ご
と
に
咲
や
吉
野
の
山
櫻　

木
を
わ
り
て
見
よ　

花
の
あ
る
か
は
（
一
休
関
東
咄
五
番
・
一
休
ば
な
し
集
成
）

和
歌
の
意
味
は
「
春
ご
と
に
咲
く
の
は
吉
野
山
の
山
桜
花
で
あ
る
。
桜
の
木
を
割
っ
て
み
よ
、
花
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？
い
や
あ
る
は
ず
は

な
い
」
と
な
り
、
現
象
世
界
の
美
的
事
物
「
桜
」
も
、
そ
の
花
を
咲
か
せ
る
樹
木
が
な
い
と
存
在
し
な
い
は
ず
な
の
に
、
樹
木
の
中
に
は

存
在
し
な
い
。
ま
た
著
名
な
類
似
の
道
歌
と
し
て
は
、

 

櫻
木
を
く
た
き
て
み
れ
は 

花
も
な
し 

華
を
は
春
の 

そ
ら
そ
も
ち
く
る
（
一
休
骸
骨
三
一
番
・
二
人
比
丘
尼
一
番
）

　

後
者
の
和
歌
は
、「
桜
の
木
を
砕
い
て
み
て
も
花
は
も
ち
ろ
ん
な
い
、
花
は
春
の
空
が
運
ん
で
く
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
意
味
で
、
色

即
是
空
と
い
う
教
義
で
あ
る
。
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狂
言
の
結
末
で
は
「
花
の
あ
り
か
」
か
ら
「
鼻
の
あ
り
か
」
へ
と
終
結
す
る
。
こ
の
「
は
な
」
と
い
う
同
音
異
義
語
に
よ
る
展
開
は
、

本
質
的
な
生
命
を
暗
示
す
る
「
花
」
か
ら
顔
の
中
心
部
を
形
成
す
る
「
鼻
」
と
い
う
視
覚
的
に
把
捉
可
能
な
細
部
へ
と
変
転
す
る
。
こ
れ

は
あ
る
種
の
言
語
遊
戯
的
な
技
法
で
あ
り
『
古
今
和
歌
集
』
の
物
名
（
隠
題
）
や
日
本
の
伝
統
的
な
俳
諧
的
表
現
手
法
で
も
あ
る
が
、
禅

の
公
案
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
「
鼻
」
の
問
題
は
、
有
名
な
馬
祖
と
百
丈
と
の
「
野
鴨
」
の
公
案
で
の
鼻
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。『
汾
陽

無
徳
禪
師
語
録
』
に
あ
る
。

 

　

馬
祖
與
百
丈
行
。
次
見
野
鴨
飛
過
。
祖
曰
。
是
什
麼
。
丈
云
。
野
鴨
子
。
祖
曰
。
甚
麼
處
去
。
丈
曰
。
飛
過
去
也
。
祖
遂

百
丈
鼻
頭
。
丈
作

忍
痛
聲
。
祖
曰
。
何
曾
飛
去
。
野
鴨
飛
空
却
問
僧
。
要
傳
祖
印
付
心
燈
。
應
機
雖
對
無
移
動
。
纔

綱
宗
道
可
増

　

こ
の
公
案
は
『
圓
悟
佛
果
禪
師
語
録
』・『
佛
果
圓
悟
禪
師
碧
巖
録
』・『
宏
智
禪
師
廣
録
』
や
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
宗
峰
妙
超
『
大
燈

國
師
語
録
』
や
そ
の
語
録
を
提
唱
し
た
白
隠
慧
鶴
『
槐
安
國
語
』（
一
七
五
〇
年
出
版
）
に
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、著
名
な
公
案
で
あ
っ
た
。

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
馬
祖
が
百
丈
と
共
に
旅
し
て
い
た
時
に
、
鴨
が
飛
び
去
る
の
を
見
た
。
馬
祖
は
「
何
か
」
と
問
う
と
、
百

丈
は
「
野
鴨
」
と
。
馬
祖
は
「
ど
こ
へ
い
っ
た
」
と
問
う
と
、
百
丈
は
「
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
言
う
。
そ
こ
で
馬
祖
が
百
丈
の

鼻
を
捻
じ
曲
げ
た
。
百
丈
は
痛
み
を
こ
ら
え
て
呻
い
た
。
馬
祖
「
ど
う
し
て
飛
び
去
っ
た
か
」
と
い
う
。

　

こ
こ
で
『
碧
巌
録
』
第
五
十
三
則
（
一
一
二
五
年
）「
百
丈
野
鴨
子
」
の
垂
示
を
引
用
し
よ
う

34

。

 

垂
示
云
。
遍
界
不
藏
。
全
機
獨
露
。
觸
途
無
滯
。
著
著
有
出
身
之
機
。
句
下
無
私
。
頭
頭
有
殺
人
之
意
。
且 

道
古
人
。
畢
竟
向
什
麼
處
休
歇
。
試

擧
看

 

（
垂
示
に
云
く
。
遍
界
藏
さ
ず
。
全
機
獨
露
。
途
に
觸
れ
て
滯
る
無
し
。
著
著
出
身
之
機
有
あ
り
。
句
下
に
私
無
し
。
頭
頭
殺
人
之
意
有
り
。
且
く

道
へ
、
古
人
畢
竟
什
麼
處
向
つ
て
か
休
歇
す
。
試
み
に
擧
す
看
よ
）
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す
な
わ
ち
「
全
世
界
に
は
隠
れ
る
こ
と
な
く
真
理
が
現
れ
、
す
べ
て
の
機
能
は
露
わ
に
な
っ
て
い
る
。
停
滞
す
る
こ
と
な
く
超
脱
の
働

き
が
あ
り
、
言
葉
は
無
私
で
あ
り
、
ど
れ
も
人
を
殺
す
ほ
ど
の
意
味
を
持
つ
。
古
人
は
ど
こ
で
決
着
す
る
の
か
、
見
て
い
こ
う
」
と
い
う

の
で
あ
る
。「
頭
頭
有
殺
人
之
意
」
と
厳
し
い
意
図
が
あ
る
と
い
う
。
全
体
と
し
て
は
鼻
を
ひ
ね
る
行
為
が
印
象
的
な
公
案
で
あ
る
。

　
　
　

結

　

以
上
、
狂
言
『
左
近
三
郎
』
は
、
殺
生
戒
を
軸
に
作
品
が
展
開
し
て
お
り
、
前
半
で
は
禅
僧
が
報
冤
行
の
如
く
三
郎
に
静
か
に
対
し
、

三
郎
が
禅
僧
の
修
行
の
有
様
に
つ
い
て
戒
律
を
守
る
か
否
か
を
次
々
と
禅
僧
へ
問
い
た
だ
す
。
そ
し
て
檀
家
の
契
約
か
ら
狩
人
と
い
う
職

業
不
浄
観
へ
と
転
じ
て
、
両
者
は
対
立
葛
藤
す
る
。
臨
済
の
「
喝
」、
徳
山
の
「
棒
」
の
よ
う
に
後
半
禅
僧
の
峻
烈
な
主
張
・
行
動
が
始

ま
る
。
こ
こ
か
ら
問
答
で
殺
生
を
め
ぐ
り
、
職
業
的
殺
生
が
罪
に
な
る
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
て
い
く
。
左
近
三
郎
は
『
信
心
銘
』
な
ど

を
理
論
と
し
て
展
開
し
、
因
果
応
報
の
理
論
か
ら
僧
侶
を
殺
害
し
て
僧
侶
に
な
ろ
う
と
い
う
の
を
、『
碧
巌
録
』
五
十
三
則
を
思
わ
せ
る

駄
洒
落
で
終
結
さ
せ
る
の
で
あ
る
。『
碧
巌
録
』
は
世
阿
弥
の
伝
書
の
随
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
「
狂
言
綺
語
」
と
い
え
る
演
劇
「
狂
言
」
に
お
い
て
所
謂
乱
暴
者
、
悪
か
ら
聖
な
る
も
の
や
善
へ
と
突
然
人
生
が
変
転
し
て

い
く
経
緯
は
、
あ
る
種
の
理
想
的
人
物
像
の
描
写
と
い
え
る
。
日
本
に
お
い
て
は
提
婆
の
悪
が
善
知
識
へ
と
変
転
す
る
（『
法
華
経
』
提

婆
達
多
品
第
十
二
）
や
善
悪
不
二
思
想
が
支
持
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
悪
の
肯
定
で
は
な
く
出
家
譚
発
心
譚
の
一
部
を
形
成
し
て
お
り
、
演

劇
的
に
は
そ
の
ふ
り
幅
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
意
外
性
と
笑
い
が
増
幅
し
、
そ
の
裏
面
に
あ
る
教
化
が
光
彩
を
放
つ
。

　

狂
言
の
場
合
に
は
題
材
が
仏
教
で
あ
ろ
う
と
も
、「
ヲ
カ
シ
」
と
い
う
狂
言
独
自
の
笑
い
の
要
素
が
は
い
り
、
仏
教
そ
の
も
の
の
持
つ

一
側
面
、
信
仰
の
理
想
的
で
実
践
的
な
在
り
方
と
現
実
と
の
差
異
と
い
う
特
徴
を
と
ら
え
て
諧
謔
的
性
質
や
戯
画
的
性
質
を
強
調
す
る
。
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た
だ
世
俗
的
な
箇
所
を
含
み
つ
つ
も
、
そ
れ
が
冒
瀆
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
「
教
化
」
の
観
点
か
ら
、
衆
生
済
度
と
い
う
仏
教
的
な
性
質

が
中
世
の
芸
能
を
認
容
し
た
点
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

出
家
狂
言
の
主
題
は
、
戒
律
の
問
題
を
視
点
と
し
て
僧
侶
の
信
仰
心
と
行
動
を
試
し
、
そ
れ
を
揶
揄
す
る
作
品
が
多
い
。
酒
を
飲
む
こ

と
に
よ
り
不
飲
酒
戒
を
破
り
、
魚
料
理
な
ど
で
不
殺
生
戒
を
破
り
、
花
を
盗
み
不
偸
盗
戒
を
破
り
、
女
犯
な
ど
不
邪
淫
戒
を
破
り
、
嘘
を

つ
く
こ
と
で
不
妄
語
戒
を
破
る
な
ど
、
人
間
的
な
欲
が
強
い
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
破
戒
行
為
は
日
常
生
活
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
戒
律
を
破
る
事
は
人
間
性
の
「
欲
」、
精
神
性
の
も
つ
脆
弱
さ
に
あ
る
が
、
日
本
の
仏
教
的
世
界
か
ら
拒
絶
で
は
な
く
衆
生
救
済
の

許
し
の
眼
差
し
が
働
き
、
そ
こ
か
ら
初
め
て
教
化
が
始
ま
る
と
も
い
え
る
。『
左
近
三
郎
』
は
戒
律
の
問
題
を
扱
い
な
が
ら
も
堕
落
僧
で

は
な
く
行
動
す
る
禅
僧
の
厳
格
さ
を
示
し
た
点
に
新
味
が
あ
る
。

　

以
上
、『
左
近
三
郎
』
は
禅
問
答
が
洒
脱
な
部
分
で
あ
り
、
宗
旨
と
し
て
は
日
本
的
な
変
容
を
遂
げ
て
は
い
る
が
、『
左
近
三
郎
』
に
現

れ
た
僧
の
機
転
の
き
い
た
切
り
替
え
し
と
狩
人
に
屈
し
な
い
行
動
力
が
禅
僧
の
一
つ
の
典
型
的
人
物
像
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
、
優
れ
た
出
家
狂
言
と
し
て
定
位
で
き
よ
う
。

【
注
】

１ 

香
西
精
氏
「
Ⅰ
世
阿
弥
の
出
家
と
帰
依
」（『
世
阿
弥
新
考
』（
一
）
一
九
六
二
年
二
月　

わ
ん
や
書
店
）
参
照
。

 

表
章
氏
「『
補
巌
寺
納
帳
』
追
考
」（『
能
楽
史
新
考
』（
一
）
一
九
七
九
年
十
一
月　

わ
ん
や
書
店
）
参
照
。

２ 

天
野
文
雄
氏
『
能
苑
逍
遥
―
世
阿
弥
を
歩
く
』（
大
阪
大
学
出
版
会
）
参
照
。

 

樹
下
文
隆
氏
「
能
〈
龍
虎
〉
の
背
景
│
禅
林
の
周
易
受
容
と
神
仙
趣
味
」（『
文
学
』（
特
集 

五
山
文
学
）
二
〇
一
一
年
九
月　

岩
波
書
店
）
他
。

３ 

他
に
も
多
く
の
出
家
狂
言
に
お
い
て
、
禅
的
な
影
響
が
指
摘
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
例
え
ば
狂
言
の
も
つ
頓
智
性
、
機
に
応
じ
て
即
座
に
働
く
知

恵
の
奔
放
性
は
、
禅
問
答
の
自
在
な
展
開
性
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
現
段
階
で
台
詞
と
し
て
「
禅
」
と
明
確
に
指
摘
で
き
る
こ
の
三
作
品
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と
限
定
さ
れ
る
。

４ 
西
野
春
雄
氏
・
羽
田 

昶
氏『
新
版 

能
・
狂
言
事
典
』（
二
〇
一
一
年
一
月　

平
凡
社
）、小
林 

責
氏
・
羽
田 

昶
氏
・
西 

哲
生
氏『
能
楽
大
事
典
』（
二
〇
一
二

年
一
月　

筑
摩
書
房
）
参
照
。
後
者
の
分
類
で
は
、
歴
史
的
な
観
点
と
い
う
よ
り
は
、
現
代
的
な
観
点
か
ら
分
類
し
て
い
る
た
め
狂
言
に
お
け
る
仏

教
的
な
要
素
は
希
薄
な
も
の
と
し
て
い
る
観
が
強
い
。

５ 

鷺
流
で
は
、
鷺
流
狂
言
伝
書
宝
暦
名
女
川
本
『
萬
聞
書
』（
古
川
久
氏
・
永
井
猛
氏
校
注
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
・
能
楽
資
料
集
成　

一
九
七
七

年
三
月　

わ
ん
や
書
店
）「
惣
狂
言
目
録
」
の
出
家
狂
言
で
は
「
腹
不
立　

薩
摩
守　

飛
越　

地
蔵
舞　

名
取
川　

仏
師　

金
津　

宗
論　

花
折
新
発

意　

骨
革　

悪
坊　

悪
太
郎　

路
連　

宗
八　

茄
子　

小
傘　

若
市　

大
般
若
」
と
な
っ
て
い
る
。

６ 

舞
狂
言
『
蛸
』・『
通
円
』・『
祐
善
』・『
楽
阿
弥
』
は
、
大
蔵
流
和
泉
流
共
に
出
家
狂
言
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
複
式
夢
幻
能
形
式
を
模
し
て
お
り
、

囃
子
方
も
入
り
独
自
の
世
界
を
展
開
す
る
。『
蛸
』
―
蛸
の
幽
霊
が
、
漁
夫
の
網
に
引
き
上
げ
ら
れ
食
べ
ら
れ
る
顛
末
を
語
る
。『
通
円
』
―
宇
治
橋

供
養
の
と
き
に
茶
屋
坊
主
通
円
が
合
戦
の
よ
う
に
茶
を
点
て
て
、
茶
の
点
て
死
に
を
遂
げ
、
回
向
を
頼
む
。『
祐
善
』
―
京
都
油
小
路
で
傘
張
り
が
下

手
な
あ
ま
り
狂
い
死
に
す
る
祐
善
の
幽
霊
が
回
向
を
頼
む
。『
楽
阿
弥
』―
尺
八
の
吹
き
死
に
を
し
た
楽
阿
弥
が
最
期
の
様
子
を
語
り
輪
廻
の
妄
執
で
、

回
向
を
頼
む
以
上
、
顛
末
が
戯
画
的
で
は
あ
る
が
、
世
俗
へ
の
執
着
心
を
描
い
て
い
る
。

７ 

『
岩
波
講
座　

能
・
狂
言　

Ⅲ
狂
言
鑑
賞
案
内
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
〇
年
六
月
）
に
お
い
て
は
、

 

（
１
）
宗
論
（
２
）
薩
摩
守
・
腹
不
立
・
名
取
川
・
地
蔵
舞
・
呂
連　

柱
杖
（
３
）
悪
坊
・
悪
太
郎
・
左
近
三
郎
（
４
）
惣
八
（
宗
八
）・
魚
説
教
（
魚

説
法
）・
小
傘
（
５
）
無
布
施
経
（
布
施
無
経
）・
泣
尼　

ど
ち
は
ぐ
れ
・
大
般
若
・
酒
講
式
・
雪
打
（
６
）
お
茶
の
水
（
水
汲
）・
重
喜
・
骨
皮
・
花

折
・
花
盗
人　

飛
越
・
若
和
布
・
若
市
（
７
）
仏
師
・
金
津
（
金
津
地
蔵
）。

 

　

ま
た
、
民
間
信
仰
を
描
い
た
作
品
で
、
仏
像
に
化
け
た
す
っ
ぱ
に
出
し
抜
か
れ
る
テ
ー
マ
が
あ
る
。

 

『
仏
師
』
…
持
仏
堂
・
吉
祥
天
女

 

『
金
津
（
金
津
地
蔵
）』
…
金
津
（
蓮
如
の
吉
崎
御
坊
の
場
所
）
持
仏
堂
・
地
蔵
信
仰

 

『
仏
師
』・『
金
津
（
金
津
地
蔵
）』
は
す
っ
ぱ
（
詐
欺
師
）
が
仏
像
に
な
る
点
で
、
全
体
が
仏
教
的
雰
囲
気
を
醸
し
て
お
り
、
実
際
に
法
師
が
登
場
し

な
い
が
寺
院
・
仏
像
と
い
っ
た
仏
教
的
環
境
を
扱
っ
て
い
る
点
が
重
要
で
、
す
っ
ぱ
は
罰
あ
た
り
で
あ
る
も
の
の
、
数
多
の
仏
像
は
救
済
と
い
う
観

点
か
ら
信
仰
の
対
象
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

８ 

『
発
心
集
』
は
仏
教
説
話
集
で
あ
り
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
年
）
以
前
の
成
立
。
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９ 

『
風
姿
花
伝
』
の
本
文
の
引
用
は
表
章
氏
『
世
阿
弥 

禅
竹
』（
日
本
思
想
大
系　

一
九
七
四
年
四
月　

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

10 
和
泉
流
番
外
曲
『
出
家
猟
人
』
の
本
文
は
、
野
々
村
戒
三
氏
、
安
藤
常
次
郎
氏
編
『
狂
言
集
成
』（
一
九
七
四
年
一
月　

能
楽
書
林
）
参
照
。

11 
狂
言
『
鹿
狩
』
の
本
文
の
引
用
は
、
全
て
橋
本
朝
生
氏
・
土
井
洋
一
氏
校
注
『
狂
言
記
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

一
九
九
六
年
一
一
月　

岩
波
書
店
）

に
よ
る
。
な
お
現
行
の
『
左
近
三
郎
』
登
場
人
物
は
、
シ
テ
は
左
近
三
郎
、
出
立
は
「
折
烏
帽
子
（
頂
頭
掛
）・
掛
素
袍
（
襷
で
肩
を
と
る
）・
下
袴
・

脚
絆
・
着
付
‐
紅
入
厚
板
・
小
サ
刀
：
弓
を
肩
に
し
、
矢
を
手
に
持
っ
て
出
る
」
で
あ
り
、
ア
ド
は
出
家
で
禅
宗
の
僧
侶
と
名
乗
り
、
出
立
は
「
角

頭
巾
・
長
衣
・
着
付
‐
無
地
熨
斗
目
・
數
珠
を
も
ち
、
傘
を
肩
に
し
て
出
る
」（
大
系
本
）。

12 

『
萬
聞
書
』
の
本
文
の
引
用
は
、
注
５
と
同
書
。

13 

例
え
ば
藤
原
定
家
撰
『
小
倉
百
人
一
首
』
で
は
、
五
番
「
奥
山
に
紅
葉
踏
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
声
き
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き
」
や
、
藤
原
俊
成
の
八
十
三

番
「
世
の
中
よ
道
こ
そ
な
け
れ
思
ひ
入
る
山
の
奥
に
も
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
」
な
ど
、
鹿
の
声
に
我
が
身
の
心
情
を
重
ね
る
な
ど
、
感
情
移
入
し
や
す
い

題
材
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

14 

奈
良
国
立
博
物
館
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
解
説
参
照
。

15 

西
山
美
香
氏
「
足
利
義
満
の
内
な
る
宋
朝
皇
帝
―
京
都
相
国
寺
と
開
封
大
相
国
寺
」『
古
代
中
世
日
本
の
内
な
る
「
禅
」』（
二
〇
一
一
年
五
月　

勉
誠

出
版
）。

16 

石
黒
吉
次
郎
氏
「
殺
生
譚
の
変
貌
―
中
世
説
話
か
ら
近
世
説
話
へ
―
」（
一
）（
二
）（
三
）『
専
修
国
文
』
第
七
九
号
・
第
八
一
号
・
第
八
二
号
（
二
〇
〇
六

年
九
月
・
二
〇
〇
七
年
九
月
・
二
〇
〇
八
年
一
月
）
参
照
。

17 

本
文
の
引
用
は
、
山
田 

孝
雄
氏
他
編
『
今
昔
物
語
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系 

一
九
五
九
年
三
月
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

18 

『
長
阿
含
経
』
の
本
文
の
引
用
は
『
大
正
蔵
』
一
、『
猟
師
経
』
の
本
文
は
、『
中
阿
含
經
』
卷
第
四
十
七
『
猟
師
経
』「
心
品
八
獵
師
經
第
七   

九
第

四
分
別
誦
東
晉

賓
三
藏
瞿
曇
僧
伽
提
婆
譯
」『
大
正
蔵
』
二
六
に
拠
る
。

19 

狂
言
の
本
文
の
引
用
に
つ
い
て
、
同
文
の
場
合
に
は
注
11
の
『
狂
言
記
』
に
よ
り
表
記
す
る
が
、
独
自
本
文
の
場
合
に
は
山
本
東
本
で
あ
る
小
山
弘

志
氏
校
注
『
狂
言
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）
所
収
の
『
左
近
三
郎
』
に
拠
る
。

20 

達
磨
大
師
の
記
事
は
日
本
古
典
文
学
に
お
い
て
は
『
今
昔
物
語
集
』・『
太
平
記
』・『
さ
さ
め
ご
と
』・『
正
法
眼
蔵
』・『
反
故
集
』・『
沙
石
集
』・『
拾
遺
』・

『
神
皇
正
統
記
』
な
ど
に
散
見
し
、
禅
の
祖
師
と
し
て
語
ら
れ
る
。

21 

『
盲
安
杖
』
の
本
文
の
引
用
は
宮
坂
宥
勝
校
注
『
仮
名
法
語
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

一
九
六
四
年
八
月　

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
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22 
『
万
民
徳
用
』
の
本
文
の
引
用
は
、
注
21
と
同
書
に
拠
る
。

23 
本
文
の
引
用
は
、『
鎭
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語
録
』
示
衆
『
大
正
蔵
』
四
七
巻
に
拠
る
。

24 

『
神
道
集
』
の
本
文
の
引
用
は
、『
神
道
大
系　

文
学
一　

神
道
集
』（
一
九
八
五
年　

神
道
大
系
編
纂
会
）
に
拠
る
。

25 

『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
の
本
文
の
引
用
は
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

第
二
十
六
巻　

神
社
縁
起
』（
一
九
八
三
年
三
月　

三
一
書
房
）
に
拠
る
。

ま
た
「
方
便
の
殺
生
」
と
い
う
思
想
は
広
く
普
及
し
て
い
た
ら
し
く
、『
妻
鏡
』
に
も
「
聖
徳
太
子
は
救
世
觀
音
の
垂
迹
、
我
朝
に
佛
法
を
弘
め
ん
が

爲
に
來
化
し
坐
し
き
。
然
ど
も
五
人
の
御
子
あ
り
。
剩
へ
守
屋
を
打
、
殺
生
業
を
犯
し
給
し
を
も
、
不
法
の
太
子
と
は
不
可
申
。
此
御
振
舞
、
皆
是

菩
薩
の
大
行
、
佛
果
の
御
功
徳
、
利
生
方
便
の
謀
也
。
智
人
は
業
即
解
脱
と
云
て
、
善
惡
不
二
の
謂
を
覺
り
顯
し
て
迷
悟
一
體
の
理
を
覺
り
ぬ
れ
ば
、

一
色
一
香
中
道
に
非
ず
と
云
事
な
し
。
狂
言
綺
語
の
誤
ま
で
も
、
轉
法
輪
の
縁
と
成
る
べ
し
。」
と
神
仏
の
領
域
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
。

26 

『
信
心
銘
』
は
、『
信
心
銘　

証
導
歌　

十
牛
図　

坐
禅
儀
』
筑
摩
書
房
参
照
。

27 

本
文
の
引
用
は
、
注
21
と
同
書
に
拠
る
。
な
お
『
慈
雲
短
編
法
語
』
四
一
五
頁
に
は

 

「
一
、一
心
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
萬
法
に
咎
な
し
。
咎
な
け
れ
ば
動
ぜ
ず
。
常
住
に
變
ず
る
こ
と
な
し
。」
と
も
あ
る
。

28 

『
一
遍
上
人
語
録
』
の
本
文
の
引
用
は
、
注
21
と
同
書
に
拠
る
。

29 

本
文
の
引
用
は
、
注
21
と
同
書
に
拠
る
。

30 

（
９
）
と
同
書
。

31 

鈴
木
正
三
の
仮
名
法
語
『
反
故
集
』
で
は
、善
悪
不
二
思
想
に
基
づ
い
て
展
開
す
る
内
容
が
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
現
象
界
を
夢
幻
と
見
な
す
。

 

第
五
、
善
惡
の
不
二
と
知
は
理
也
。
善
惡
の
境
界
に
向
て
、
心
を
不
變
は
義
也
。
順
境
界
あ
り
、
逆
境
界
あ
り
、
佛
境
界
有
、
魔
境
界
有
、
鬼

類
あ
り
、
蛇
類
あ
り
。
此
外
、
萬
般
の
境
界
有
と
い
へ
ど
も
、
自
己
心
堅
固
に
し
て
、
如
夢
幻
泡
影
、
如
露
亦
如
電
と
觀
ぜ
ば
、
心
に
碍
る
物

不
可
有
。
一
切
の
境
界
は
、
譬
ば
青
黄
赤
白
黒
の
繪
具
を
以
て
、
樣
々
の
形
を
畫
き
出
す
が
如
し
。
佛
の
尊
形
も
、
青
黄
赤
白
黒
、
人
の
形
も

畜
生
の
形
も
、
及
一
切
有
情
非
情
、
悉
是
彩
に
し
て
、
更
に
實
體
無
。
五
色
も
亦
本
來
空
也
。
去
ば
、
恐
し
く
見
ゆ
る
も
五
色
、
美
く
見
ゆ
る

も
五
色
、
貴
く
見
ゆ
る
も
五
色
、
賎
く
見
ゆ
る
も
五
色
。
如
此
、
萬
般
の
境
界
、
皆
是
夢
幻
空
花
也
。

 

さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
色
界
の
雑
雑
と
し
た
様
相
を
挙
げ
て
、

 

此
理
り
に
眼
を
付
て
、
自
己
を
正
く
守
て
、
善
惡
の
境
界
に
心
を
不
可
變
。
或
は
、
す
ご
き
所
な
ど
に
誑
物
有
と
沙
汰
す
る
を
、
迷
の
心
に
て

聞
之
則
ば
、
早
、
ぞ
く
ぞ
く
と
恐
き
心
出
る
も
の
也
。
以
之
可
知
、
善
惡
の
境
界
は
心
よ
り
造
出
す
事
を
。
古
人
云
、「
心
生
種
々
法
生
、
心
滅
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種
々
法
滅
」
と
。

 

又
曰
、「
一
心
不
生
、
萬
法
無
咎
」
と
な
り
。
誠
哉
、
此
言
。
懼
き
も
心
、
尊
き
も
心
、
賎
き
も
心
、
美
き
も
心
、
花
と
見
る
も
心
、
月
と
見
る

も
心
、
山
河
大
地
、
皆
是
一
心
よ
り
見
出
す
處
也
。
更
に
外
に
眼
を
付
る
事
莫
れ
。

 

と
い
う
。
本
文
は
、
注
21
と
同
書
に
拠
る
。

32 

本
文
の
引
用
は
注
17
と
同
書
に
拠
る
。
同
じ
く
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
五
「
丹
後
守
保
昌
朝
臣
郎
等
射
テ
母
ノ
成
鹿
ト
出
家
語
第
七
」
は
鹿
狩
の

得
意
な
男
の
母
親
が
鹿
に
転
生
し
て
お
り
狩
に
出
ぬ
よ
う
夢
告
す
る
が
、
結
局
鹿
を
狩
り
法
師
と
な
る
と
い
う
出
家
譚
で
あ
る
。

33 

一
休
道
歌
に
つ
い
て
は
禅
文
化
研
究
所
編
『
一
休
道
歌　

三
十
一
文
字
の
法
の
歌
』（
平
成
九
年
十
二
月　

禅
文
化
研
究
所
）
参
照
。

34 

朝
比
奈
宗
源
氏
『
碧
巌
録
』（
一
九
三
九
年
七
月　

岩
波
書
店
）・
末
木
文
美
士
氏
編
『
現
代
語
訳　

碧
巌
録
』
中
（
二
〇
〇
二
年
三
月　

岩
波
書
店
）

参
照
。

（121）




